
■ ２０１２年２月７日（火曜日）

　県では、毎年「ふるさとの日」（2月7日）に地方自治の振

興および社会福祉、産業、教育、文化などの発展に貢献し

て、その功績が顕著な個人または団体の表彰を行ってい

ます。今年は、個人47人と1団体の皆様が知事表彰を受け

られます。

　敦賀市議会議員および福井県議会議員

として十九年余務め、幅広い分野で活動を

続け、県民福祉の向上と県勢発展に寄与

しました。元福井県議会議員。敦賀市。

　小浜市議会議員および福井県議会議員

として十一年余務め、幅広い分野で活動を

続け、県民福祉の向上と県勢発展に寄与

しました。元福井県議会議員。小浜市。

　坂井町議会議員および坂井町長として十

八年余務め、生活環境の基盤整備と町合

併に尽力し、町民福祉の向上と町勢発展

に寄与しました。元坂井町長。坂井市。

　織田町長として十二年間務め、観光振興

や歴史・文化を活かした町づくりに尽力し、

町民福祉の向上と町勢の発展に寄与しま

した。元織田町長。越前町。

　勝山市議会議員および同議長として三十

六年間務め、観光振興など幅広い分野で

尽力し、市民福祉の向上と市勢の発展に

寄与しました。元勝山市議会議員。勝山

市。

　大野市議会議員および同議長として二十

四年間務め、生活基盤整備など幅広い分

野で尽力し、市民福祉の向上と市勢の発

展に寄与しました。元大野市議会議員。大

野市。

　大野市吏員として四十年余精励した後、

同収入役、同助役、同副市長を六年余務

め、市民福祉の向上と市勢の発展に寄与

しました。元大野市副市長。大野市。

　小浜市吏員として三十年間精励した後、

平成八年から同収入役を四年間務め、市

民福祉の向上と市勢の発展に寄与しまし

た。元小浜市収入役。小浜市。

　朝日町吏員として三十二年余精励した

後、昭和五十六年から同収入役を九年余

務め、町民福祉の向上と町勢の発展に寄

与しました。元朝日町収入役。越前町。

　今庄町吏員として三十三年間精励した

後、昭和六十三年から同収入役を十二年

間務め、町民福祉の向上と町勢の発展に

寄与しました。元今庄町収入役。南越前

町。

　上中町吏員として三十二年余精励した

後、平成二年から同収入役、同助役を十二

年間務め、町民福祉の向上と町勢の発展

に寄与しました。元上中町助役。若狭町。

　勝山市公平委員会委員および同委員長

を十六年間務め、市政の民主的かつ能率

的な運営に寄与しました。元勝山市公平委

員会委員。勝山市。

　長年、手話奉仕員として聴覚障害者の通

訳や福祉教育指導、手話学習会の講師な

どの奉仕活動を行い、福祉向上に寄与しま

した。現勝山市手話奉仕員。勝山市。

　警察官として四十二年間、職務に精励

し、交通警察部門において、交通事故の捜

査や交通環境整備等に功労があり、治安

維持に寄与しました。元福井県警視。坂井

市。



　昭和三十六年以来、武生市防犯隊として

防犯パトロールなど安全安心なまちづくり

活動に尽力し、地域の治安維持に寄与しま

した。現福井県防犯隊連合会会長。越前

市。

　昭和四十六年以来、金津交通安全協会

役員として交通安全活動に尽力し、交通秩

序の確立に寄与しました。現（社）福井県交

通安全協会副会長。あわら市。

　昭和四十一年に結成以来、四十五年余

にわたり、街頭補導や非行防止啓発活動

を推進し、少年の非行防止と健全育成に寄

与しました。鯖江市。

　敦賀美方消防組合消防吏員として四十

二年間務め、幾多の火災や災害現場で尽

力し、消防防災行政の進展に寄与しまし

た。元敦賀美方消防組合消防本部消防

長。敦賀市。

　永平寺町消防団に入団以来、三十年余

にわたり、防火思想の普及啓発に尽力し、

地域消防活動の発展に寄与しました。現永

平寺町消防団団長。永平寺町。

　民生児童委員として三十一年余にわた

り、地域住民の相談や要保護世帯の援助

に尽力し、地域福祉の向上に寄与しまし

た。現民生児童委員。小浜市。

　保護司として三十年余にわたり、多数の

保護観察対象者の更生と再犯・再非行の

防止に尽力し、社会福祉の向上に寄与しま

した。現保護司。福井市。

　昭和五十一年に社中央第二保育園園長

に就任以来、モンテッソーリ教育に取り組

むなど、児童福祉の向上に寄与しました。

現（福）社中央第二保育園園長。福井市。

　昭和五十一年に八幡保育園園長に就任

以来、心の教育を重視した保育を実践する

など、児童福祉の向上に寄与しました。現

（福）八幡保育園園長。福井市。

　昭和五十四年に(福)足羽福祉会に勤務

以来、利用者支援の充実に尽力し、障害

者等福祉の向上に寄与しました。現（福）足

羽福祉会足羽ワークセンター施設長。鯖江

市。

　昭和五十年に玉ノ江保育園園長に就任

以来、健常児と障害児の統合保育を実践

するなど、児童福祉の向上に寄与しまし

た。現（福）竹伸会玉ノ江保育園園長。福井

市。

　平成元年に福井県板金工業組合理事に

就任以来、責任施工保証制度を推進する

など、業界の発展に寄与しました。元福井

県板金工業組合理事長。坂井市。

　平成二年に(社)福井県眼鏡協会理事に

就任以来、産地のＰＲや販売促進等に尽

力し、業界の発展に寄与しました。元（社）

福井県眼鏡協会会長。福井市。

　平成元年に福井県機械工業協同組合理

事に就任以来、企業の経営体質強化に尽

力するなど、業界の発展に寄与しました。

元福井県機械工業協同組合副理事長。福

井市。

　昭和四十五年に福井県青果食品協同組

合理事に就任以来、県産青果物の消費拡

大に尽力し、業界の発展に寄与しました。

現福井県青果食品協同組合理事長。福井

市。

　昭和五十六年に部荘土地改良区理事に

就任以来、兵庫川右岸地域の排水対策等

に尽力するなど、農業の振興に寄与しまし

た。元部荘土地改良区理事長。坂井市。



　平成三年に芦原本荘郷土地改良区理事

に就任以来、農業生産基盤の整備などに

尽力し、農業の振興に寄与しました。元竹

田川南部土地改良区理事長。あわら市。

　昭和六十三年に(社)福井県建築士会理

事に就任以来、建築技術者の資質向上な

どに尽力し、業界の発展に寄与しました。

元（社）福井県建築士会副会長。越前市。

　平成二年に(社)福井県建築士事務所協

会理事に就任以来、耐震性の向上などに

尽力し、業界の発展に寄与しました。現

（社）福井県建築士事務所協会会長。福井

市。

　平成十五年から敦賀市教育委員会教育

長として、地域の教育文化の振興に貢献

し、教育行政の進展に寄与しました。元敦

賀市教育委員会教育長。敦賀市。

　長年、小中学校教育の充実・発展に努め

るとともに、教員の指導力向上に尽力する

など、本県学校教育の発展に寄与しまし

た。元敦賀市立敦賀南小学校長。敦賀市。

　長年、本県の高等学校教育の充実・発展

に努めるとともに、学力向上に尽力するな

ど、本県学校教育の発展に寄与しました。

元福井県立高志高等学校長。福井市。

　豊富な歴史・民俗関係の知識をもとに郷

土史の研究に取り組むとともに、県内文化

財の保存と地域の活性化に寄与しました。

現高浜町文化財保護審議会会長。高浜

町。

　長年、創作童話や詩の作品発表を続ける

とともに、県内の童話作家の育成に尽力

し、児童文学の発展と向上に寄与しまし

た。現ふくい児童文学会代表。福井市。

　長年、中央書壇において活躍を続けると

ともに、後進の指導に尽力するなど、書道

文化の発展に寄与しました。現福井県書作

家協会顧問。福井市。

　長年、日本舞踊の指導にあたるとともに、

中国との文化交流に尽力するなど、伝統文

化の普及と振興に寄与しました。元福井県

日本舞踊連盟会長。福井市。

　昭和六十二年に日本ボーイスカウト福井

連盟理事に就任以来、青少年の健全育成

や社会教育の振興に寄与しました。現日本

ボーイスカウト福井連盟理事。敦賀市。

　長年、福井県サッカー協会役員および丸

岡高等学校サッカー部監督として指導に尽

力し、本県競技の発展に寄与しました。元

福井県サッカー協会理事長。あわら市。

　昭和四十三年に福井商業高等学校野球

部監督に就任以来、幾多の甲子園出場な

ど、本県競技の発展に寄与しました。元福

井県立福井商業高等学校野球部監督。永

平寺町。

　昭和五十八年に福井県製薬協会設立に

尽力し、理事に就任以来、協会の運営、発

展に貢献し、薬事衛生の向上に寄与しまし

た。現福井県製薬協会会長。福井市。

　昭和五十五年に福井県喫茶飲食業生活

衛生同業組合理事に就任以来、業界発展

と公衆衛生の向上に寄与しました。現福井

県喫茶飲食業生活衛生同業組合理事長。

福井市。

　平成七年に(社)福井県医師会理事に就

任以来、組織の育成強化や地域住民の健

康増進に尽力するなど、保健衛生の向上

に寄与しました。元福井県医師会会長。福

井市。

　昭和五十七年に(社)全日本司厨士協会

福井県本部副会長に就任以来、後進指導

と食品衛生の向上に寄与しました。元（社）

全日本司厨士協会福井県本部会長。福井

市。

　平成十二年に福井県労働委員会使用者

委員に就任以来、労働争議の調整等に尽

力し、労使関係の安定に寄与しました。元

福井県労働委員会使用者委員。敦賀市。



第30回「ふるさとの日」記念行事

日時／ 2月7日（火）13：00～16:20

場所／ 福井県県民ホール（アオッサ8階）

◇松旭斎天一没後100年を記念しての講演および奇術

（(社)日本奇術協会 副会長　藤山新太郎氏）

◇ふるさと講演「幸福度日本一の福井県とブータンのＧＮＨ（国民総幸福）」

（関西大学 教授　草郷孝好氏）

◇福井県科学学術大賞表彰式　など

※先着300名様に県内市町特産品をプレゼント

（プレゼント商品は抽選で決定し、講演終了後配布）

問／ 観光営業部ふるさと営業課 0776（20）0286

2月7日は県立施設の常設展が入場無料！

対象施設／恐竜博物館、

歴史博物館、

美術館、

若狭歴史民俗資料館、

一乗谷朝倉氏遺跡資料館

　福井県は、明治14年2月7日、太政官布告により誕生し、昭和56年に置県百年を迎えました。これを機に昭和57年に「ふる

さとの日に関する条例」を制定し、2月7日を「ふるさとの日」と定めました。

　県民の皆さんに郷土について理解と関心を深めていただき、明日のふるさと福井への思いを新たにするための日とされ

ています。

javascript:history.back()

